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特集・幼児と家庭崩壊

児童虐待Child　Abuse

いけたよLこ池　　田　　由　　子

国立精神衛生研究所児竜精神衛生部長

　1．児童虐待Chi｜d　abuseの歴史

　児童虐待は占く、また新しい問題で’ある．どの国

にも、どの文化にも，どの時代にも存在したといわ

れる．欧米でもわが国て’も，過去をふりかえってみ

れば，現在われわれが虐待行為と認めるような行為

一
たとえば、子どもの人身売買や重労働や売春な

ど一が，全く正当なものとして容認され，奨励さ

れてさえいたことがわかる．このように社会が子ど

もの人権を認めずに行う虐待行為を，私は社会病理

としての児童虐待と名つけ，それに対して文明が進

み社会が子どもの権利を認めるような時代になって

からも，親の個人的な精神病理、あるいは家族全体

の病理つまリ親子関係や家族関1系のゆがみの結果

あらわれる虐待行為を、精神病理・家族病理として

の児童虐待と名つ’けてみた，

　社会病理としての児童虐待としては，わが国では

すでに天武天皇の頃の人身売買が記録に残っている．

堕胎や嬰児の間引き、子どもの農奴、女工，娼妓な

どへの身売りは，各地方に残る多くの子守歌，民謡

伝説などにその跡をとどめている．昭和5年に東京

の板橋で’起こった「岩の坂貰いr一殺し事件1や、優

生保護法制度のきっかけとなった昭和23年の新宿「寿

産院事件．1は戦前決して珍しくなかった「貰い子殺

し」の代表的なものであるが．その陰には数えきれぬ

ほど多くの同様の事件が存在していたと思われる．

　欧米でも児童虐待は長い歴史を持っているが、こ

の問題が広く世人の関心を引くようになったのは、

1874年，米国＝ユーヨーク市で起きたMary　Ellen

の事件を契機とする．彼女は継親に殴られ餓死しそ

うになっており、同情した市民は「動物虐待防止協

会」を説得し，r一どもも広義の動物の…種として，

ようやく彼女を保護することが出来た．この後米国

や英国や欧州各地に児竜虐待防止のための団体がつ

くられるようになった．

　児童虐待か科学的に把握され，その防止対策が進

むようになったのは，小児科学、放射線学など医学

の進歩によるところが大きい．米国では、LgO6年に

初めて子どものX線撮影が行われ，1955年にWooley．

P．はX線で’見られる子どもの堕の多くは．保護者

から故意に加えられたものだという見解を発表し，

大衆に衝撃を与・えた．一方小児科医Kempe，　C．など

　も入院する子どものけかの多くが偶然の事故でない

ことに気つき，1960年代初めから司法当局と連絡を

　とりながら探究していた，そして、小児科学会で児
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童虐待に関するシンポジウムを開催し．以後「被虐

待児症候群、殴打された子の症候群」〔the　battered

chi［d　syndrome）なる語か広く用いられるようになっ

た．1脚《い

　被虐待児症候群の内容は以下のとおりであった，

　「骨折，硬膜下出」血L軟組織の腫脹，栄養不良、皮

膚の打撲．突然死などとしてあらわれ，結果として

j”どもは死んだり，永久的な障害を残すことになる．

　外傷の程度とタイプか，外傷について親の述べる

既往歴や病歴と一致しない」．

　f’どものけがは、重症から軽症まて’さまざまだか，

ふつう次の条件かあてはまることが多かった．

　｛1）　f・どもの年齢は3歳以下の乳幼児が多く，50％

以ヒか4歳以F、90％以上が工0歳以下である．

　（力全体的な健康状態は標準以下である．

　㈹親にかまわれない証拠として，不潔で栄養か悪

く、あざやすり傷が多い、

　｛・1）r・どもを入院させると新しいけがは発生せす，

入院後身kや体重が急速に増1∫llする．

　問硬膜ド1【II腫やいろいろの治癒過程にある古い骨

折や新しい骨折の多発が見られる．

　Kempeらの発表以来，児童虐待は広く医療・福祉

関係者の注目を引くようになり，マスメディアの長

期問のキャンベーンの効果もあり，米国では1974年に

「児童虐待の予防と治療に関する法令．」の公布に至っ

た．この法令が発布されてから，専門家や一般大衆の

啓蒙や資料収集のため，また専門家の訓練のための

予算もつき．さらに被虐待児を発見したときに専門

家が報告することも義務づけられたので，児童虐待

＊・ua］rl，．．Kempeは〆・にthe　b・tTervd　c剛d　svnd．。meの9‘をやめ．、・ト，！d

JLbuseをlltいるよ「［：な’た．

　　　　　　　　　　　　　　　世界の児童とlijth

の報告数は法令公布前の5倍に達するようになった．

　わか国では戦後，新憲法で基本的人権がその柱と

なリ，さらに児童福祉法，労働基準法，売春防止法

などか次々と施行され，社会病理としての児童虐待

はその根拠を失った．しかし、親の、あるいは家族

全体の病理としての児童虐待は絶えることなくつつ

き，経済の高度成長期以後の急速な社会経i斉状況や

家族構成の変動を受けて，これらの事例に接するこ

とはむしろ多くなったのではないかと思われる．

　2，児童虐待の定義と頻度

　わが国で最初の児童虐待の調査が1973年になされ

てから今年はちょうどIO年目にわたるので，私たち

は児童柑談所や医療機関の協力を得て児童虐待の調

査をしたいと計画している．その際海外の文献など

も参考’にして，児童虐待を次のように定義した．つ

まり，児童虐待に（1｝身体的虐イ拍2）性的虐待llハ）心理的

虐待を含め，さらにω保護の怠慢ないし拒否を1川え

た．心理的虐待em《）ti｛》nalabllseは身体的，性的虐待

にくらべて定義か困難で’あるか，子どもに極端な心

理的外傷を与えたと思われた行為で、f’どもの不安、

おびえ、うつ状態，凍りつくような無感動や無反応，

強い攻撃性．習癖異常など，日常生活に支障を来す

精神症状があらわれているものに限った．

　国際的に見ても上記のような定義か多くとられて

いる．調査者によっては，過干渉的，過保護の教育

ママ的なものから，大気や水の汚染，公害までを含

めたり．親f一心中，嬰児殺しなども含める人もいる

が、あまりに範ちゅうを広くすることは、原因解明

や対策を混乱させるのではないかと思われる．



　児童虐待の頻度で．あるが．表面にあらわれた数は

氷山の一一角で，正確な数かなかなかつかめないこと

が多い，米国のように児童虐待に関する特911の法律

があり、医療・福祉関係者に報告の義務かあるとこ

ろでも，親が自宅から遠い病院を転々としたり．医

師とふだん親しい「善良な市民」が加害者のときに

は報告から漏れることも起こりがちである．

　米国のDe　Francis，　V．の推定（，　1972）て．は、被虐

｛寺児数25．ooe，　’［生白9暴そ〒50．〔）O〔1カ・ら75、eOOという数

が挙げられており、人「164万のボストン市で．年間被

虐待児数400というta”？：が示されている．

　英国で．は推定で年間約8．000件を越し，約60人が死

亡しているのではないかといわれている．

　わが国では1973年の厚生省の調査で，全国の児章

相談所が受理Lた，あるいはその管内で’発生した児

童虐待（年齢3歳未満に限る）は26件で’あった．

　私がIV76年，1977年にT．葉県下の4児童相談所の

取リ扱い数を調査Lたときは，．干・葉県のみで．27件．

22件という数が出ている．わが国の児童相談所の取

り扱い数を見ると、相談ケースや一時保護ケースの

約1％から4％を被虐i待児か占めているか、幸いこ

の数は英国や米国にくらべれば少数であるといえる．

　ただ，最近注意を向ける必要かあると思われるの

は，わか国においても被虐待児の中に．いわゆる未

熟児や、何らかの原因で．生後しばらく母親の許を離

れて保育された子どもが含まれている事実で’ある．

　英国の小児科や産科の病院で．も同様のことが報告

　されている．未熟児ということとも関係があるのか

　もしれないが、私たちの調査で．は多胎児が含まれて

　いることも多い．未熟児センターの保育室収容や、
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　　Kempeの著書Child　Abuseと
　　He［ping　The　Battered　ChiLd　and　His　Fami｜yの表紙

乳幼児期の里Jt・、養護施設収容など，もっともtl1．期

の母一f・関係の形成に何’フかの障害のある場合．虐待

や拒否か起こりやすいので’はないかと推測される．

　虐待をする親への援助は、大きく分けて（1）　SAの機

能の強化と．〔2隊族危機への介入の2点になるが，

わが国て．さかんに行われている乳幼児健診や、妊婦

のための母親学級の機会を利用して，適切な保育の

出来にくい母親を㌦」・く発見L，指導することも、私

たちの臨床経験からいうと有効であった．

　3．児童虐待の家族的、社会的背景

　虐待をする親の精神病埋についてはさまざ．まの報

告があリ．調査者によリ若干の相違がある，一般に

医師が病院で見る事例は中流階級の就業者が多く，

福．祉関係．拐呪る事例は・ド層［；搬の失業者が多いと

いわれる，わが国でも病院で．見る例と．児童相談所

で見る例では同様の差異か見られる．

　虐待をする親300∧、の調査をLた米国のGrumet、13．

は次のような報告をしている，親の90％が経済的問

題を持ち，71％が不熟練労働者で．、409’oはL？年以内



にたえず転職している．38％が1回以llの離婚歴を

持ち、52％が自分の親から無視、虐待された体験を

持っている．精神障害としては，6Z％か慢性アルコ

ー ル中毒，35％が精神病，5％が精神薄弱と診断さ

れていたという．

　At］el．son、　V．をはしめとして，精神病の親にも一ソと

注意を払うべきた．という研究者も多い．私たちの経

験Lている場合でも，精神病過程の進んでいる親に

育児や家事の負担は大きく、妄想に支配された父親

が妻r一を拘禁したり，分裂病の母親のささいな欲求

不満か∫・どもへの虐待行為となって爆発したりする

例もある，このような例では配偶者に棄てられてい

たリ，親族とも交際のない家族が多く，近隣の人び

ともうすうす状況は知リながらも異常行動をする親

の報復をおそれて，見て見ぬふりをしていることか

多い．

　国際児竜年を機に、わが国で全杜協養護施設協議

会か養護施設の児童約22．000人を対象として行な．っ

た調在で．は．人権侵害を受けた児童は約33の多数で

あった．そのうち父または母の精神障害や薬物中毒

により虐待を’受けた児童は462人もおり、もっとも多

いのは母親か．精神分裂病のケースであったという．

　私たちの報告した精神障害の親8家族もすべて両

親または片親か精神分裂病であったが，このような

例て’は援助の手が遅れると子どもの生命に危険を生

ずる可能性か高いので，とりわけ慎重な取り扱いか

’必要てある．

　児竜を虐待する多くの親たちを調査すると，いく

つかの点で’共1也するところかある．その主なものは

（1）彼らはイ・ども時代に母親から適．切な、愛情に満ち

　　　　　　　　　　　　　　　±4．界豹児童とfU性

た世話を受けた経験かない．〔2随らはわか丁に対し

不止確な認知をしている．（3隊庭内にストレス状況

かある．〔4｝体罰か適当な躾けグ）手段と信じこんでい

る．などである．これらの親たちは自分か幼時に十

分愛されたことがないから基本的安定感を欠き．つ

ねに他人から愛情．を求める．人人になっても依存的

で．耐．性が低く．職場で．も社会ても不適応な人聞とな

りやすい．幼いわか丁・を大人と同も董に受けとり．［ll

分を燈L，慰めを与えることのみを要．求し．もし．／・

どもか年齢相応にそそうをしたり，反抗Lたりする

と、r’どもが故意にピ1分を：ll‘：しめる加害M一にな…た

ように悠じて暴ノJをふるってしまう．さらにこれら

の親たちは大人グ．）卜二1分かこのfL》：の暴力を1川えると、

その結果どうなるかということについて現実的判断

か出来ない．

　そのヒ、このような未成熟な両親のいる家庭では．

いろいろのストレス状況か起こっていることか多い．

夫と妻の不貞、蒸発，別居，離婚、夫婦け．んか，金

銭．．Lのトラフル，ときにはささいな家’∬のf」順の狂

いまでが．引き金となってしまう．

　そしてこれらの親たちが，．概して自分の親兄弟，

親類．友人などの親しい交際かなく、近隣からも孤

立していて，何のはけ［：1もない、相談相．手もいない

という閉塞された状｝兄に置かれている．

　現在の社会における，個々の家族の機能の脆弱性

や孤立は決して人ごとではない．この意味からい

えは．，児童虐待の報道を卑にセンセーシ∋ナルに受

けとり、別IU：界の出来事．ヒ片「「けていては，問題の

解決は程遠いと思う．杜会保障の制度がいかに進ん

でも，不幸なr・どもや家族を救うのは、弱者に対ーし

5



一
掬の涙と一言の励ましを忘れぬ，一人ひとりのあ

われみの心であろう．相互扶助機能をもった昔の「ム

ラ」意識に代る新しい地域精神衛生システムの形成

が望まれる．

　4，性的虐待について

　つい20年前までは，親が子に対．して性的に暴行す

ることや．近親相姦は，人里を離れて孤立した地域

で，変質的な父親と知能のおくれた娘との間に起こ

る特殊な現象と考えられていた．このような理解の

しかたは欧米でも日本でも同様であったが、最近で

は児童福祉や臨床の現場では，決して特殊な問題で

はないということが明らかになっている．米国の人

権保護協会の調査では，成人の児童に対する性的暴

行は年間20万から30万件起こっており，そのうち約

5．000件は，父親の娘に対する暴行であるといわれる．

カリフォルニア州の調査で．は人口100万に対し．近親

相姦は年間ユ65件であるという．また，米国ではわか

r一への虐待行為をした母親の9〔｝％は，イ・ども時代に

親や保護者から性的に暴行されていたという報告も

ある．わが国では前述の全養協の調査で’は，施設児

のうち98人が被害者となっている，

　このような近親相姦がなされた時，娘は父親に利

用されたと感じ，白分の中にある「女性」としての

性を憎むようになる．たとえ．母親に助けを求めて

も，父親を誘惑したと非難されるか、家族の恥や崩

壊をおそれる母親から山どめされることが多い．た

とえ、秘密が保たれたとしても親としての権威は消

失し，娘は深い心的外傷を受け、将来の異性関係の

ゆがみを生ずることか多い．保護されて施設に収容

6

された少女らの施設退所後の適応状態をみると、早

期に離職した11，職場への定着が困難で．ある．売春

で保護された女性や，精神科臨床で．同性愛1こ悩む女

性の中にしばしば親や保護者による性的暴行の被害

者が見い出される．

　5．おわりに

　もしも年間にf－　Aも、2T一人もの子どもが病気に

かかり，その約2割が死亡し．5割以卜．が再発する

としたら，世間は大騒ぎをするで’あろう，また、そ

の子どもたちが親になったとき，彼らのf・どもにも

同じことが起こり、病埋現象が鎖の輪のように半永

久的につつくとしたらどうであろうか？しかし，残

念なことに虐待のような目にみえにくい病気は無視

されがちである．苦しみ悩んでいる子どもたちの声

も外部にはほとんど届かない．

　現在、国際的に児竜虐待は刑法的に処罰するので

なく、むしろ福祉的、保護的，予防的な対処すべき

だといわれているが、実際の対策はなかなか進まな

い．そして，一方では急速な都市化，工業化、都会

への．K口集屯核家族や片親家方矢の増加，複雑で管

理的な社会に対する個々の家族の脆弱化と孤立など，

今後さらに児童虐待を生みやすくする要因が山積み

しているのも事実で．ある．医学，看護，保育、教育，

福祉、司法など関係領域の人びとが協力して．児童

虐待の実態がより明らかになり、必要で．あれば法律

の改正をも目指す積極的対策が立てられることを祈

りたい．

＊参考文献：旭山由子苫〔児竈．虐待の病理．と臨床〕金剛cn版・198｛▲・
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かわりなく，保護を必要としている子どもたちの救

済にあたる」をモットーに．ユニークな民間レベル

の活動を展開している．

　SCの活動が米国に導入されて以来，国内において

はアメリカン・インディアン，南部貧困地帯．NY市

内のスラム街、アパラチア地域などに，また海外活

動では、1948年にギリシアの児童の援助を手始めに

現在で’は37ヵ国においてその活動を行っている．

　組織・運営機構・職員

　SC本部には，27名から成る理事会および36名から

成る助言委貝会（兼任者も有る）があり，理事会は

重要事項の決定，年度会計の承認を行う最高決定機

関である．委貝1人ひとりが各界（企業、学者、教

育志弁護士，役凡政治家国連の前開発計画長

官など）に影響力を有した者の集団であり、SCの広

報活動，資金調達，海外活動における調整役などに

大きな役割を果たしている．

　具体的な活動の審議、決定，実施をする機関は．本

部事務局の5名で，その他に地域担当部長6名か加

わっている．これらの管理職・専門職のもとに約IJ「o

名の有給職員が本部事務局に勤務しており、その主

な仕事は事業開発，広報活動および資金調達である．

　本部事務局の他には，国内・海外併わせて48ヵ所

に現地事務所を設置し、各事務所には所1，ミ，スタ・

フ，トレーニング’・コーディネーターなど約1．000名

が配置されている．SCの現地スタ／フとなるには，

かなりの高度な技術や能力，経験を問われる．現地

スタ・ソフとしてのり一ダーシ．・プのみならず多岐に

わたる知識と体力を必要とされる．
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　活動のプログラム

　かつてのSCの援助方法は、物資の供給であった

が，児童1人を助けることよりも児童が生活をする

場，つまリ家庭や地威社会の改善，健全化．発展を

促進することて全体として児童の福祉の向Lをさせ

ることがてきるという考えhに変容してきた．児童

の貧困、栄養障害，不健康，教育の欠如などの諸問

題は，たいていの場合，家庭や地域社会の大人たち

がその問題を生起させておt）　，児童だけへの支援で

は問題の解決に至らないのである．貧困地域の大人

たちには、生活改善をする意欲もなければ道具もな

いために，SCのコーディネーターがそれを提供し、

訓練と勇気つけを行い，よりよい生活の基盤を築か

せる手段を与えるのである．

　SCでは、このプログラムの方法を「コミュニティ

を基盤にした統合的地域開発計画」（Communiしy　Ba－

sed　Integrated　Rural　Development－CBIRD）と呼

んでいる．

　目標地域の選択は難しい作業である．援助は．開

発途上国の政府や団体の要請で始まったものや．突

発的な白然災害〔台風，地震など）であったり，戦

争で破壊された地域など児童のニーズの大きいとこ

ろから働きかけるのである．選択から決定までに、

時には2年余りを調査・研究に費やすこともある．

　援助を行うその対象地域は、ほとんどの場合、政

府や他の国際機関が開発を対象としていない農村や

LLI岳の極貧地域が多い．これらの地域は，生産力が

貧しく健康管理の初歩で’ある清潔な水すらなく．栄

養i状態は最悪で教育の機会すら与えられていない．

技術も道具も意欲もなく貧困の悪循環が続いている．



　援助活動地域が設定された後の次のステ・・！プは，

地域住民にやる気を起こさせるような働きかけを始

めることである．地域内のニーズを認識させその問

題解決のための計画をたて実施するように誘導する

のてある，

　SCのスタ・ソフは，あくまでバイ・プレイヤーとし

て奉仕する高度な動機と技術を持ったワーカーであ

る．フィールド・コーディネーター（現地連絡調整

都はまとめ役であり，リソース・パーソン（社会

的資源の提供者｝は地域住民に対して，地域開発の

方法，地域参加の促進，リーダーシ・・プの開発，地

域のニードに見合うための社会資源の設置と導入方

法、地域の生産力，健康，教育および財政などの開

発を効果的に達成することを援助する仕事を担って

いるグ）で．ある．

　地域住民がSCの援助なしで運営していくだけの

力と能力を修得するまでSCの人的・物的資源が費

やされ、地域住民が自分たちの開発計画を自分たち

の力で構造的にも財政的にも稼動できるようになっ

た時，SCは退去するわけである．

　ここに、メキシコで成功したプログラムを紹介し

たい．メキシコの山兵地帯の奥深いセアキ村は，雨

期になると杜会からは全く孤立してしまう約30家族

の住む小さな村である．つい最近までは、清潔な水．

衛生設備．健康管理．初等教育、電気などは未知の

遠い存在であった．まして、それを自分たちの力で

可能にすることは思いもよらなかったので．ある．19

78年にSCの援助を求めて以来，地域住民はSCの

指導により，まずは水の問題を解決することを設立

した委貝会で決定した．SCか財政と技術援助を提供

世界の児童と雌性

している間，委員会はメキシコ政府当局に働きかけ

＃戸とポンプを設けた．住民1人ひとりか少額なが

ら水の使用料とバケツ代を負担し，ある者が水の管

理技術を修得する訓練を受けた．今日，村の中央に

ある井戸のポンプ塔は，村の住民の団結のシン，”　IL

となっている．水の問題が解決されると、次に村の

収入手段のために果樹園，野菜畑が開耕さtL、さら

に養i鶏場が作られ，コミュニティストアーを開設し

た．その間、村から外へ続く道路の工事．学校の設

立など着々と地域開発がSCの指導で行われていっ

た．SCが援助を開始してから5年間の年月が費やさ

れたが、セアキ村．の’t”どもたちの生活状態はすべて

の面で向上したので．ある．

　資金の調達・財源

　SC活動の資金のほとんどは，民開の個人，学校、

教会、私企業，財団などからの寄付でまかなわれ

ている．］983年のSCの総収入は，約8】億円で．政

府の助成金や雑収入を除くと約50億円力・寄付によ

るものである．特筆すべきことは，一般のrfil’“から

の寄付が総収入の約27％を占めているのである．こ

れは．SCのスポ．ンサーシ．ノブ・プログラムによるも

ので，個人がSCのスポンサーとなり毎月あるいは

毎年に定額を送金してくるのである．］983．年は，SC

創立50周年であったことから特別なプログラムが組

まれ，前年よリ49％増の収入かあった．

　支出は約79億円で．その内訳は援助フ．．ログラムに

約65億円，管理・庶務費に約14億円であ・一，た．

　資金の調達方法には，印刷物の配布．ダイレクト

・ メール，ラジオ・TVでの広告，新聞・雑誌への掲



載，個人や企業への直接的な働きかけなどがある．

ラジオ・TV、新聞・雑誌での広告は、発行者の好意

により無料あるいは半額で広報記事を流してもらっ

ている．また文化人や著名なスターの協力を得て、

講演会，コンサート、映画会などを開催して基金を

募っている．

　昨年5月には，英国のSCとの協同事業として両

国の画家の協力を得て自画像のオークションをNY

一
ロンドン間で，電話による入札を行った．オーク

ションは、かの有名なクリスティーにて行われ，その

売り上げ総額は約3千5百万円にのぼったのである．

　実際の活動

　（国内）

　1932年にアパラチア地域において始められたSCの

援助活動は現在NY市内を始め他12州にて展開され

ている．NY市内のスラム地区2ヵ所に設立したSC

コミュニティ・センターでは，放課後の勉強会．夏

のキャンプや旅行．青年のための勤労プログラム，英

語の解からない人のための英会話教室などさまざま

なプログラムが組まれており，特に学校や家庭から見

放されたf’どもたちのための支援に力を入れている．

　アパラチア地域では，1968年にSCの援助で建て

られたアパラチア・ファイヤーサイド・クラフト・

センターが，今では固内的に有名な．工芸センターに

成長し．約300家族の者が制作・販売に携わってお

り，その年囹売り．ヒげ高は約7千万円となっている、

　1978年に着手したSCの保育所の設置も．現在で

は700ヵ所にのぼり，激増する単親児童のために大

きな役割を担っている．

　チカノでは、女性たちにインディアンの伝統的な織

物の講習会を開催し，彼女らの収入の道を開いている．

　米国で最も貧困な市民であるアメリカン・インデ

ィアンへの援助は35年前に着手され、現在では，200

地域の約50種族のインディアンの支援を行っている．

ほとんどがインディアン保護居住地に住んでおり、

医療，経済、教育問題すべてが深刻である．失業率

は全国平均を上まわり，乳児死亡率は倍の高さであ

る．各地に設置されたSC後援のコミュニティ・セ

ンターで，生活水準の質的向上のための就業指導、

インデ．イアンの伝統的文化継承とインディアン自身

の指導性と自立性を養う指導を行っている．具体的

には，栄養，健康，教育を基本としたプmグラムを組

んでいる．児童のためのリクリェーション，母親へ

の栄養指導，農業技術，体力向．ヒ計画などである．

　（海外）

　海外におけるSCの活動は，37ヵ国に及んでいる．

　中南米（10ヵ国）：他の開発途上国と同様に中南米

におけるSCの援助は、経済的な自立，清潔な水の

供給，栄養指導，教育の問題が多くを占めている．

成功への鍵は、常に地域住民の参加と彼らの問題解

決への意欲に集約される、特に子どもたちからの働

きかけがプログラムを飛躍させる場合が多い．例え

ば，ドミ；カの子ども会が養蜂や養豚を始め収入の道

　を開いたり，メキシコの子どもたちがスポーツ会や

学校図書運動や修学旅行でみせた笑顔で大入たちが

発奮した、

　　エクアドルでの大洪水，コロンビアでの大地震に

　は、SCの援助で道路や家屋の再建、農地の再耕など

　が続けられている．
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　中近東・北アフリカ！7ヵ国〕：3（．〕年前にレバノン

で．始められた．ここで．の援助は，現在7ヵ所まで．に

拡人された．レバノンにおけるSCの援助プロク．ラ

ムは，8tJleoのコミュニティに及んで．いる．長期にわ

たる吸争によって、∫一どもたちか受ける傷は計リし

れないものて．ある．学校教育のための支援．特に1’・

どもたちのための緊急用物資，食料，医療品の調達

はln要な7ログラムとなっている．また戦争によ一，

て生ヒた児竜グ）情緒1章害に対．するケアやleb所の医

躯センターの運営を行っている．さらに、戦争の犠牲

者のために農業や家蓄の飼育指導をも行っている．

　1980年のイタリアで起きた地震による被害地域へ

の援助、キリシア政府との協同事業で．，2］万タ．．一ス

の予防接“の実施、イスラエルにおける心身障害児

のための援助などかある．

　アフリfJ　I　8ヵ国〕：世界中で最も貧しい国て．のSC

の援助沽動は，地域住民の生活のために初歩的な指

導から始められている．例えば、ア・ハーホルタの

サヘーノし地区におけるプロクラムは．乾期（肌餓の

季節1にいかに食料を確保するかのli法に力を注い

で．いる．政府の食料供給率は極めて低く国民のはと

んどはまともに食料を買う力もない．ここは，水の

問題を巾：頭に、栄養．医療、教育、農業など解決し

なければならない問題か山枯みされている地域で．あ

る．

　アジア（10ヵ国｝：バンク．ラテ．．シュで1は．1970年か

ら4地域の9つの村落に居住する約4～5ノ∫の伍民

を対．象に援助活動を行・．，ており．　ヒな事業は，1卜ri

掘り、灌縦、養魚用池掘り、家族計画，読み書き、

農業、診療、道路および学校建設などで．ある．

　　　　　　　　　　　　　　　lu界／・’／‘．9d帝IFe　av．

　難民対策

　．∫』ども自らの意志にかかわらす戦争に巻き込まれ、

親を火い，さらに難民として祖国をりこうf’・どもは莫

大な数にのほっている．ソマリア、レバノン、エノ」・

サルパトーノし，コロンピアなどでは，すでに小規模

な難1V接助活動を・行’．てきた．川年．　SCIは．イン．

ト．ネシアお

よひ．タイに

おける蝿：民

に対する援

助活動に着

千Lた．両

国に送・．、た

スタ・フは、　　　　　　　英会話クラスに参加するタイでの難民

計3C）c）名て費した1咋）：は約工e億円で．あ．tた，1し体的

な活動は，r・ど．ものための学校教育．英語指1日、就

業指導，技術指．導、栄養指1厚、健康管理なと．である．

　おわりに

　「ホランティアは．米国民：じヒ義の骨幹てある一

というかイヤー会長のことばにSCの活動の源泉力・

あるよっに思われる．米国人のボランティア鞘神と

バイタリティかこの活動を推進するJJてあろ一）．川

民1人ひとりの根底に流れる相亙扶助の礼ド11は、仲

々な杜会問題か台頭している現在ても消えてはいな

い，特に、民間団体か主体となソた活動力，行動ノJは、

オこ国の児竜協祉と，さらにはW会福祉全体の｝〈きな

柱ヒな．・，ている二とを見逃してはならないであろ．）．

ヰ奏！．L離：

．［．SCi｜．「丘Wi；「1．1　1y．H／｛．　P，：S〔”F「‘●》倒弦1，　1．SC＞旬ケト、‘i」承t・lfi｝；‘「，
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特集・幼児と家庭崩壊

思春期の問題行動の原因としての

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大妻女子大学教授

　はじめに

　昭和20年代において，主として乳幼児期の子ども

を対象に研究していた私は，昭和30年代に入ると．

相談事業の中で学童期のf’ども、さらに思春期・青

年期の子どもを研究の対象にするようになった．そ

の対象は，主として問題行動を現わした子どもで．あ

り，その多くは登校拒否児であるが，神経症や心身

症や自殺企図などもあり，その他，家出や非行も対

象となっている，それらの子どもについては，乳幼児

の研究をしていた経験から，詳細にわたって生育史

を聴取することになり，その結果，乳幼児期におい

てすでにそれらの問題行動がスタートしていること

を知った．

　思春期になって精神病と診断されているr一どもさ

えも，その原囚が乳幼児期の養育とかかわりをもっ

ていることが、次第に明らかになってきている．特

に3歳未満の子どもに対する養育が大きな意義をも

っていることがはっきりとしてきたので，古くから

言われてきた「三つ児の魂，百までも」という諺の

意義を噛みしめている昨今である。その魂というの

は，人格構造の中の意欲帽発性）と思いやり供感

性｝で’あり，この2つの発達が3歳未満においてす

でに遅tLており．それが思春期の問題行動の原因で

あることがはっきりしてきた．すなわち，この2つ

を乳幼児期から育てておけば立派な青年になる一

という確信を持つに至った．

　1，黄金色をした篭の鳥

　この言葉は，神経性食欲不振症（思春期やせ症）

の研究者であるブル・ノクBruch，　H．の作り出した言

葉であり，外面の篭は黄金色に輝いているけれども、

自由を失った鳥のように，子どもの心（内面）には

自由のない状態を言い現わしたものである．外面の

輝きとは，誤った「よいr－」の姿であり，親たちの

言うことにすなおに従い、いたすらも反抗もせず．

親としては扱いやすい「よい．r－」で．あるが、その鋳

型にはめ込まれているのである．自発性が順調に発

達している子どもの場合には，1歳前後になって身

体移動がit∫能になると，いたずら（探索行動〉がさ

かんになり，2歳ごろから第一反抗期の反抗がさか

んになる。それらが許容されることによって自発性

はさらに発達L，いきいきと活動し，意欲もさかん

になるし、創造性が芽ばえてくる．この時期に．い

たずらを悪いこととして抑圧する親たちによって．

／2



子どもはおとなしい子となり，反抗をも抑圧される

ので、すなおに親の命令に従うf’どもになるが、そ

れは親たちに屈従している姿であり，自発性の発達

は停止している状態である．ところが，親や周囲に

いる者から「よい子」という評価を得ているために，

その鋳型から脱け出すことができないばかりでなく、

それに自信をもってしまっている．幼椎園や小学校

で．は．このような子どもは、教師からもよい評価を

得やすく，学業成績が良かったりすると「申し分な

し」などと言われていることさえある．思春期にな

って，自我の再編成が行われ始めると，これまで．の

「よい評価」について疑問をもち始め，親たちに反

抗を始めるが（第二反抗期）、過去に誤った「よいf’J

の評価を受けていた子どもほど，著しい反抗現象を

現わす．中学生になって登校拒否を起こした子ども

たちの中には「今までのオレはうそだった」と叫ん

だ．f・どもがいる．それは，親たちによって鋳型には

め込まれて、自由に行動することができなかった過

去を鋭く批判した言葉である．そして，　「このよう

なおれにしたのは，お前だ．！」といって親に対して

暴力をふるう．これが，多くの家庭内暴力の原因で

ある．

　以ヒから．乳幼児期においては．いたずらをでき

るだけ許容し、反抗状態が現れるように養育するこ

とが必要となる．それには，第一に，命令的圧力に

よるしつけを排除しなければならない．しつけの厳

しい親たちは，自分の命令に従わない．f・どもを「悪

いr－」として叱ったり叩いたりして服従させようと

する．その圧力に負けた子どもには、自発性の発達

は望めない．その結果，自発性が強く要求される思

世界の児童ヒ母性

春期において，何らかの挫折感を持つようなことが

あると、自己処理ができず．どのように行動してよ

いかわからないままに，さまざまな問題行動を起こ

すことになる．

　このようなf’どもには，友だちかできないという

特徴か．ある．自発性の発達している丁どもは、f’ど

もらしいいたずらをさかんにするし，反抗もするか、

誤った「よい子」の鋳型にはめられたf’どもたちは

それを悪いことと思っているから．　∫・どもらしい子

どもの仲閲入りをしないし，友だちからも敬遠され

てしまう．その結果、友だち作りの能力か育たず，

孤独になったり、同類の友だちと遊んでいるから，

自己主張に基づくけんかが生じない．けんかさえも

できない哀れな子どもである．そして．友人を必．要

とする思春期において危機が訪れる．友たちと話し

合えぱ解決できるような問題を抱えて悶々とするこ

とになる．それ故に，いたずらがさかんで．親に反

抗するf”どもを，自発性の発達している「．よい子」

と評価するように、親たちを指導することが．必要で

ある．自発性とは，自分で考えぱ｛己思考｝．自分で

行動を見つけ出し｛自己課題の発見），他人に頼らず

に行動する力〔自己実現）である．この自発性から

意欲が生ヒ，いきいきと活動するし、想像力もさか

んになり，創造性も豊かになる．そして，頼もしい

青年が出来．1二ab｛，る．

　2．過保憧　　子どもへの過剰なサービス

　過保護とは、その年齢のr・どもであればr・どもに

まかせて，手を貸さずにじっと見ていればよいこと

であるのに，手を貸している養育態度て’ある．いわ
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ゆる面倒見がよいということになるが，子どもには依存

性が強くなるか、親たちに対して支配的な態度が多く

なるかのいずれかであ1）　”前者は保護をする者のい

ない家庭外の場においては著しく不安になり，家庭

に逃避することが多くなり、友人はて’きないし、後

者は親たちを顎で使うようになり，ついには暴君と

なることさえある．両者を併せ持つ子どもが，内弁

慶の外すぼみである．子どもの社会的経験は著しく

狭くなり，新しい体験に出会うと不安が著しくなり，

困難に出会うと挫折しやすい．過保護な親は，子ど

もを弱い存在として認識しているために手を貸すこ

とが多かったり、完全欲求が強いために．子どもの

することが見ていられず，手を貸している．完全欲

求の強い親は，一方で’は干渉もまた著しく，命令的・

支配的であり，子どもを黄金色の篭の中に押し込ん

でしまうことが多い．子どもの自発性は著しく遅れ，

思春期において自己決定をしなければならないよう

な状況におかれたリ，自己解決しなければならない

困難に出会ったときに，あえなく挫折する．これが，

思春期挫折症候群といわれている状態であるが、す

べて自発性の発達のおくれから生じている．

　なお，過保護な親はしばしば子どもを溺愛する．

溺愛とは．子どもの言いなりになる養育態度であり，

これがわがままな子どもに作り上け’ておリ、暴君にし

てしまっている．わがままとは，自分本位ということ

　である．特に子どもの物質的、金銭的欲望をそのまま

満たしていると，自己統制の能力は発達しないから、

思春期になリ欲しい物があると、庖丁などを親につ

　きつけて買わせようとするなど，家庭内暴力の一因

　ともなっている．

14

　3．放任一一自由のはきちがえ

　放任は、最も好ましくない親の態度である．戦後．

自由を子どもに与えることと放任とをはきちがえた

ために，放縦児がたくさんに作られた．放任は．思

春期において家出をしたり，非行に走る子どもたち

を作り出す．子どもには自由を与えて鋳型にはめな

い養育をしなければならないが，放任は絶対にして

はならない．放任は，干渉の強い親、叱ることの多

い親と同様に，子どもが好きでなく暖かさのない親

の状態である、子どもは、親の暖かさを感じること

によって情緒が安定するとともに，思いやりの心が

育つ．この暖かさは，3歳まて’の子どもにとって最

も大切であり，子どもの気持ちを汲んで’子どもをあ

やしたり，子どもと遊んだり、子どもを抱いたりし

て子どもとの間の情緒的な関係を作り上げることを

通じて子どもに伝わる．そうした養育態度によって，

親の暖かいイメージが子どもの心に刻み込まれて，

親の存在は．r一どもの心の基地になる．子どもを放任し

ている親は，子どもの心の基地にはならない．また．厳

しいしつけによって子どもを叱ることの多い親もま

た、子どもの心には冷たい親のイメージを与えている．

　親の暖かさを感じ取っていない子どもは．表情に乏

しく，笑いが少なく、言葉の発達がおくれていたり，無

口であったりする．すて’に幼児期や学童期において

弱い者いじめを始めることもあるが、思春期以後にな

っても弱い友だちをいじめたり、とくに障害のある子

どもや浮浪者さえもいじめたりする．このような子

どもに対して，暖かい態度で接する大人がいると，そ

の人には著しい甘えを現わし，思春期の子どもであっ

てもスキンシップを求めるものである．このことは，



われわれの治療経験によって明らかになった．スキン

シ．・プの要求を満たすことによってその人の暖かさが

子どもに伝わると，子どもの情緒は安定する．それに

伴って弱い者いじめやその．他の問題行動は減少する．

　子どもは．親たちによって暖かく受け入れられる

ことによって，思いやりの心を発達させていく．思

いやりとは，相手の立場に立って考え，相手の気持

ちを汲む力で．あり，われわれは共感性とも共感的理

解とも呼んて．いる．親たちから思いやりを受けてい

る子どもには，思いやりの心が芽ばえ，そしてだん

だんに豊かになる．思いやりの心が発達すれば，自

分本位な考えが浮かんでも、それが相手を悲しませ

るのではないか，困らせるのではないかと考えて．自

己を統制することができる．この際の自己統制はあ

くまでも1’1　va性に基づくものであって，相手に叱ら

れるからしない，他人が見ているからしない一と

いった外部からの規制によって自分の行動を統制する

ものとは本質的に異なっている．外部からの規制が多

く，それによって圧力を加えられていた丁どもは、圧

力のない場所や圧力を加える者よりも体力がすぐれて

いることをfl覚したときには，自分本位な行動を現わ

したり，暴力をふるったりする．校内暴力は，その現わ

れとみてよく、さらに親子間の情緒的関係が希薄であ

ることか原因となっている．特に親たちから体罰な

どの暴力をふるわれた子どもは、暴力を用いて他人を

攻撃することを学習しているから、それを用いること

に抵抗感がない．思いや1］の心が乏しいからである．

　精神病と診断された思春期の．r・どもを扱うことが，

多くなっているか，それらの子どもの生育史を詳し

く検討してみると、自発性の発達が非常に遅れてお

　　　　　　　　　　　　　　　世界の1足童と母性

り，それが厳Lいしっけを受けて鋳型にしっかりと

はめ込まれていたり，親子間の情緒的関係がほとんど

成立しておらず，人間に対して強い不信感や敵意をも

っているにもかかわらず，それを表現する際に極めて

幼稚な手段を用いていることが、次第に明らかにされ

てきている．「精神分裂病を作り出す母親」という言

葉も作られており、そのような母親は自分本位であ

り、自分の子どもを自分の思うままにしようとしつ

け，それに反するような行動か子どもに現れると，

　　　　　　　　　　　　　　TL，体罰を加えている，一方では、世間態をつくろい、外

面的には養育に熱心て’あるように振舞うが．それが

過保護や溺愛になっている．そのような．母親にはお

おらかさや暖かさが感じられず、他人にt寸して自分

の気持ちをありのままに表現することができない．r・

どももまた．情緒は閉塞した状態に落ち入っている．

　結び

　人格の柱である意欲（自発性）と思いやり（共感

性）は、乳幼児期の親子関係の中で，それらの発達

の基盤が作られることが，各種の研究の中で．次第に

明らかになってきている．特に思春期になってさま

ざまな問題行動を現わす子どもたちには，意欲と思

いやりのいずれかが、あるいは両者ともに，発達iか

阻害され，低い段階に停滞している．したがって、

それらの発達の遅れを早期に発見して，早・期に発達

を促進させる必要があり，われわれは目下，発達評

価の方法を開発しているが，一・方では治療的接近の

中て’発達阻害の機序をさらに明らかにしようと努力

している．それによって，乳幼児期における誤った

「よい」㍉の評価を是正したいと考之ている．
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特集・幼児と家庭崩壊

親業訓練協会

こん　　　　　どう　　　　　ち

近　　藤　　千

親業訓練協会理．事長

え
恵

　いま、なぜ、親業か

　いま家庭は親と子の二世代が住む場になり、親は

孤立して子育てをしている，父親はモーレツ社員で

仕事にとられ、母と了一が家庭に住んでいる．子育て

の知恵の伝承もなければ，ほんの一時子どもを頂け

るべき人の手も家庭の中にはない．子どもが熱を出

しても、体温計で熱をはかることをまず考えられる

親ばかりではないし，そんな親が頼るのは育児書で

あり医師である．家庭の外はと言えば，都市化によ

る地域杜会の崩壊，そして転勤などによる移民現象

から来る孤立感があたり前になってきた．「あの子

どこの子？」と言われながら，地域のおとなが注意

の声もかけずに見て見ぬふりをする中で，母親がい

わば孤立無援で子育てを強いられているのが，日本

の現状のように思われる、ここまで母親が孤独な国

は世界にも類をみないとすら言えよう．発展途L国

の多くは大家族主義であり、多くの親と親がわりの

おとなが一緒に子どもを育てている．そして核家族

の伝統の強い国は，それに対応するための夫婦の姿

勢と社会的制度や施設が用意されている．日本は，

社会的諸制度が追いつかないほど急速に，欧米の4

－
5倍のスピードで核家族化がすすみ，家庭が変化

してきている．親はその変化に対応できていない．

　そして、その変化の影響を一番まともに受けてい

るのが子どもて’あり，子どもたちもけなげに生きて

いる．受験は一生を決める関ヶ原だからな，と親か

ら言われ，子どももそう信じて頑張らざるを得ない．

勉強の好き嫌いなど口にする暇もあらばこそ，学校

があり塾があり，家庭教師があり，おけいこがある．

親の書斉はなくとも子の勉強部屋はあるといった整

った条件の中で．「後はあなたの努力しだいよ．」と言

われてみんなが競争する今日の’f’どもの世界は，以

前にもまして厳しい．時間は管理され，遊び場もない

空間的制約もある中で，子どものストレスは高くなる

一
方である．道を歩くのですらノンビリとは歩けない、

　せめて家庭こそ，子どもの心身のストレスをいや

せる場所であってほしい．心理的・情緒的バランス

を回復していく貴重な港として，いま家庭に期待さ

れるものは前にもまして大きいのだ．ところか，そ

の家庭にいま残されているのは、母とr・どもだけな

のである．家庭の機能は衰え、その犠牲は子どもた

ちの上にある．

　いまや、子育てについて生活の中で親が自然に学

ぷことはむずかしい．手本がそばにないし，また．
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家庭の中ですら受験勉強をしていれば喜ばれていた

成長の過程で，親になる教育はどこにおいても受け

ていないからだ．そこで、改めて「十育てそのもの」

について親が学．；：必要に迫られているのが現代なの

である．親は援助を必．要としている．

　「愛情さえあれば」とよく人は言う．愛情さえあ

ればf・どもかまともに育つのであれば、今日の日本

の親はこんなに苦しんではいない．問題は親の愛情

か愛情としてr一に理解さ2Lているか否かなので’ある．

親はr・を思うがゆえに1：を叱るのに，「なんだよう．

うるせえなあ」と子が思うのであれば，子を思う親

の愛情は臼こ理解されないし、「叱る」目的そのもの

も」±　bSeで‘きない．

　親の愛情を愛情としていかすためには，観の気持

を1’・か．理解できる心と・d・のかけ橋か親子の間に通っ

ているかいないか．が重要なのだ．親の愛情を愛情

として［理解させる」ところに実践的愛の技術とも

い’）べき「ノ∫法」が関わる余地があり，ここに親業

訓練と呼ぱれる活動の人る余地かある．親子の間に

「愛情と理解のかけ橋つくリ」をする手伝いをしよ

っといっのか、親のための学習会で’ある親業訓練講

座である．1週間に1回3時間すつ8週聞かけてか

け橋の築きノiを親か．学ぷこの講座の参加者は今まで

に7τ・名、講座の指導員も200余名に達するまでにな

っており、今後もさらに広がっていく二とか予想さ

れる，

　親業は先進賭国で

　「．問題児は問題親があるからた」の視点のドに，

米川の臨床心理学者トマス・ゴードン博：｝Jか親に対

世界ゲノ児竜．ヒ冊性

する働きかけを実際に始めたのは、今からちょうど

20年前，1963年のことであった．当時すでに豊かな

杜会て’あった米国で．いわゆる非行を犯す子どもた

ちは中流以上の家庭で．，弁護1：・医師・教師とい・．、

た職業の親をもつ子どももまじっていた。ゴードン

博士は、自分と少年たちが胸衿を開いて話し合える

ようになっても，親の元に帰したら元の木阿彌では

いけないと感じ，親は知識を必要としているのでは

なく、体で身につける体験学習を必要とLていると

の考えから，’f一どもとの人間関係つくりの訓練を始

められた．はじめは，すでに逸脱行動を起こしてし

まった子どもをもつ親を対象としていたが，そのう

ちに1． 子どもが問題を起こす前にこういうことを心

かけていたら子どもも問題を起こさなか・ったた．ろう

に」との評判から．いわば予防医学的に「問題防IL」

という意味で，一般家庭に広がるようにな一ノてい’，

た．これが親業訓練の原理であるPET（Purent　Ef－

fectlveness　Training）である．米国てはその後この

親教育か．全米に広がOをみせ，197〔｝年にコ’一ドン博

・tlの著作「PET」が出版されるやたちまちペストセ

ラーになった．同書はスペイン語，フランス語等9

ヵ国語に訳され、PETのプログラムも北米・欧州を

中心にオーストラリアなども含む15ヵ回以上に広力‘．

りをみせている．

　現在で．はPETは中流’家庭から低所得者層ま℃全

米50万人の親か受講し．1975年3月14［．】付のニュー

ヨーク・タイムズ紙によれば，　「全匡1的な運動」と評

価されるまでになった．親業訓練の指導者も全米で

5，000人にのぱリ，＝ユーヨーク州その他で教貝免許

の正式な単位のひとつに加えられている．1970．年に

］7



開催された「子どもに関するホワイトハウス会議」

における報告書には「家族崩壊を防止する新しいモ

デル」として推せんされた．

　日本では，］977年に著書「．PET」が「親業」（サイ

マル出版会）として出版され．訓練のプログラムそ

のものは親業訓練講座として1980年に導入され．3年

間に北海道から沖縄に至る全国で開催されるよっに

なった．その成果の一部は「子どもに愛が伝わって

いますか」（三笠書房）としてまとめられてもいる．

　訓練の指導にあたるインストラクターは、白分の

家庭の中に親業」川練が変化を生んだ経験がある人の

中から、親業訓練協会がインストラクターとして養

成を行った人々である．貸し会場を借り、受講生か

らのロコミを中心として参加者が集まってくるこの

活動は，経済的には赤字にならなければよしとする

ほどの規模で’しかなく，インストラクターは自己の

成長や社会的意義のある活動を行う喜びで活動を続

けている，まさしく有償ボランティアと呼ぷのにふ

さわしい活動で．ある．

　さらに，従来は，i’どもの逸脱行動が起こってし

まった段階で専門家が介入してきたが，逸脱行動が

起こるまでは家庭の枠の中で問題が処理されてきた．

親業の活動は，家庭の中に第三者の働きかけを生ん

で．おり，いったん問題行動が起きてからの後始末で’

はなく防止という積極的働きを生んでいることにも

特徴がある．ある受講生の感想がこの辺のところを

　よく物語っている．

一「子どもを一人の人格として尊．重し．自主性を伸

　は．そうと言われても観念的で，例えばピアノをした

　くないと言えぱさせなくてもいいのか、どうすれば

いいのか私にはわからなかったのです．夫から『親

業』について聞かされたとき、「子どもたちの親なの

よ．他人から親業などというものを教えてもらわな

くてもいいわ』と腹を立てました．しかし，親業訓

練こそ，私が悩んでいた方法を与え、私の不安を吹

き飛は’したのです．」一

　現在，参加者は10代から70代に至る老若男女で．

親で．ない人、学生などの参加も最近は増えている．

夫婦でインストラクターをする人もあらわれ．日本

の農村でも受け入れられるようになってきた．米国

で始まったPETは、日本では親業訓練として紹介さ

れ、西独では家族会議として紹介されている．その

国の事情にあった定着の仕方をしていくのは当然の

ことと言えよう．

　．r一どもの数が一人に近くなっている西独での子育

ては特に難しいようだし，また豊かなスカンジナビ

アで’の心の荒廃も激しいと聞く．そしてそんなとこ

ろでPETは広く受け入れられているのだ．

　親業訓練などいらないと思われる杜会をめざして

親業訓練を広げるというパラドックスを抱えながら、

いつの日にか観の国際的会合でも開けるかな．との

思いも秘めつつ，日夜活動に励んでいる．

トマス・ゴードン博士
　ンカゴ大学で博t号・をとったあと，岡大学て5年閻教鞭を

とり，のちにウリフtルニア．1・1．1て臨叫こ心埋学者としてv｝研究

と仕事をLなから、IY6Ll年に規とLての役X‘1を効果的1こ果た

す訓練‘PETiを開始し，カリフltL；ア・J．1・［心理学会長をつ

ヒめ．前述」力「ftどもに俣］するホワイトーウ1．会6畏」にはコ

ン＋tJLタントヒして出席．現（1は効果訓純協会．F．TI）会長

とLて．視巣訓燥たけでなく，教師をt・1象とする教訓1訓縛呈ド「

ETI，会祉など組識内のヒ司・音i；ドグ）関係に焦点を合わ．せた

り・．ター訓練！LET．，　tli一少年のためのフロクラムIYETLさ

らにh状のための訓練・ETWIなど擁な訓味7・クラムを

「制発，実施し活躍している．
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1‘‘Iv．’L‘1．弔川．よlti

特集・幼児と家庭崩壊

インドネシアにおける

母子栄養問題

　目乍児L’i’1，：問題，証ll］在会てはU～｛‡1］53年からピr圭・．．ノた1几

村1㌔‘ii［i．川［：ζ11島力の1調相けF究1舌動の・環ヒLて欧氷ノ♪

；L直llプノい：1力海タト援助状況に関する調査に統き，東

南▽〆ア各川におiナる児童都祉事情：を1調査するたダ）

に，ll戸ザ調’1’1団力・．派遣されてきた．私は57．年度およ

ぴ5卜年度にiiわれたイント．ネシアにおける2［［］lv｝調

itlに参1川「｛．る機会をイ！」たのて．二の印象について也

　び　，
ヘノ・い．

　栄養改善関係の行政組織

　lyl，．川㌃に中部／．・∵ワにおいて舷初ノ・栄養改氾に関

LてハイV　トフロシ．エクトが実施され、ついてly

ei7　ft．・にはUN〔CEFとの協力で数地［x：で前回ン♪19∴」在

r茂品をll1・礎竺1．．て総合的な栄養対．策が実ijblされた，

そLて二れらの地区の行政府に食柑栄養た貝会か設

、lf／さiL．：L・る．　IV7・工lplこ1まり父］｛4」n第2：タく1珂’茗ミ「井1膓さ5

カTド・計画川ll．点政策の’つとL『．：栄養問題かとりあ

けられ、いtいよ国家的なレー＼＼ルで栄養改善事叢か

力われるニヒになった，．二ゐ政策は現イL唾f「中てあ

る第：｛次5η年rlh山iに継承きれ．活発な栄養改善▲・1．

取力・実匝」t：れているノ」て．もる，　イン1・τ／アては栄

劇叩社川iiに臼句：1川力改1和：けて解決．卜引｛ll題．：

x／［　　　　　：r．　　　　　ll／人　　　　　　1．

山　　口　　賢　　次
1［；・㌧：栄査研究1「川；Jf．栄心川ミ

はな（、二力川のもつ複翰なノ＼仲構成や㍍敦や風俗

習贋力多様．1．’i’に加えて教育め問題なtカ・FS2　Mlにかt’，

みあソた極めて広範川iな政策にわたる問題といえる．

そこて栄養問題改善に関わる行政は保健省をはLめ

ヒして多＼の省ll：力・関わることヒなる．　ニソ1多W庁

問の、lll‘1］整をh・一）ために国民福h｜．調格riか1；’1か力．い

」，　〕　L．1）　 る　総
イ
t
〔IE」’X，　養L／気　 善，；　1．｜L｝｜i　カ イヌミ　施　二　 ”＿　］＿　

：
　 L
　

．　tr．）　．

　インドネシアにおける栄養不足ならびに異常栄養

　に基因する疾病の実態

　イントネンフ1（二λ」｛〉るヒ元己ノ戊・　ハミ患1．よノニ！Lド1’Cl・．L

t”」　キー「ぶ三ま　’k、‖司：i：’1／　　［｜．）1］：N・1　　ま　tこ：．k　l｝（，M　 ‘‘”j：　1’し　L　　、

ヒタ三ンA大．乏症、栄養・i生貧lillヒ士也万「［・’i：iv．・1｝L腺lllFお

写真．1国立栄養研究センター外来に来た

　　栄養失調症（マラスムス）の4歳の幼児
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よぴクレチン症である．

　PEMは就学前幼児、妊婦，授乳婦にとって重要な

栄養一ヒの問題で保健省の調査資料によれば900万人の

就学前幼児が軽症のPEMに，そして90万人が重症

のPEMに罹患しているという．PEMのうちKwa－

shiorkorというのは主にたん白質が量的または質的

に劣っているためにおこる栄養失調症で．2～3歳の

幼児によくみられる，インドネシアで．は2年間は母

乳保育を続ける習慣（コーランに．母乳哺育は2年間

続けるように書かれているという）があるが，もし

1年目位に2人目の子どもが生まれると，．母乳哺育

が最初の子どもにはて’きなくなり後で述べるように

エネルギーはともかくたん白質．特に動物性たん白

質が極端に不足した質的に劣る食事をすることにな

リKwashiorkorになるという．また悪い衛生環．境や

衛生知識の低さからくる重症の消化器疾患から幼児

を守るということもあって，政府でも1年半ないし

2年間の長期間の母乳哺育を重点政策の一つとして

勧めている．インドネシアの栄養調．査統計によると，

成人男・f・1人1n当たりのたん白質摂取量は45～50

gで，そのうち動物性たん白質は約2～3gと極め

て低い．インドネシアのかかえている他の栄養上の

問題であるビタミンA欠乏、鉄欠乏性貧血，ヨード

欠乏症はいずれもたん白質特に動物性たん白質が極

端に少ないという食生活と無関係では無く．単にビ

タミンA投与やヨード化塩，鉄の投与といった対策

でなく、経済的あるいは食習慣の・．ヒでの制約がある

にしても動物性たん白質を増やすなど食生活の全般

的な改善と、栄養に関する正しい知識の普及か必要

であろう．

20

　次はビタミンAとヨード欠乏症に対’する対策で，

これは国が最も力を入れている課題の一一つである．

UNICEFも発展途ヒ国共通の問題としてビタミンA

カブ．セルやヨード化塩やヨード油剤の普及に大きな

援助を与えている。インドネシアでは就学前の幼児

の約50％がビタミンA欠乏症に罹患しており、毎年

約3～4％t10万人）が失日月しているという．しか

し、最近はビタミンA供給の政策によって．著しく改

善されつつあるようで．今回の調査でも5歳以．ドの

幼児検診では角膜乾燥症などは、ごくまれにしか見

られなかった．しかしビタミンAの初期症状で．ある

角膜のビトー氏斑の出現が2～3歳児にもっとも多

発していることから見て，離乳期の栄養が今後の重

要な課題であろう．ヨード欠乏症に対しては多発地

域におけるヨード化塩の普及とヨード油剤の注射が

行われており，これについても著しい改善かあった

ようて’、今回の調査でも叩状腺腫の患者は若年層て．

はほとんど見られなかった．

　地域における栄養改善活動の実際

　国か最も力をいれている栄養改善活動は町会や隣

り組組織といった末端の行政組織単位で行われる5

歳以下の幼児にたいする子ども健康手帳CKMSと呼

ぷ）の普及．5歳以．ド幼児の毎月の検診と母親に対

する栄養や生活改善の指導である．この活動には公

務貝夫人たちが中心になったボランティア活動（PKK

といい，家庭福祉活動の略）が大きい支えとなって

いる．5歳以下の幼児の検診は体重測定（写真2L

BCG，種痘その他の予防注射のほかビタミンAカフ．．

セルの投与，下痢患者に対する経口授水剤（Oraliい
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ΦθΦ㊧

ムードン市の保育

おか　　　もヒ　　　　　　み　　　　ち　　　　こ

岡本　美智子
日本児竜．子当協会

　この度フランスのムードン市を訪れ、市当局の案

内により保育施設を見学する機会を得たので紹介し

たい，

　ムードン市は．総人U4万9下・ノ＼余のハ1）のべ．．、

ドタウンである．過去8年問の平均出生数が61〔1名，

婦人の就労率が41～42％（fム全二1二の平必」は38％）と

・胸的な都市よvは保育1腰の高い都市である．

　子・どもたちの保育は．託児所’Ccr6che）．託1脱家底

幼稚園によって行われており，市内3ヵ所の託児所

は190名．託児家庭は120名，13ヵ所の幼稚園は190〔1

名の幼児を受け入れることが出来る．

　託児所・は3ヵ月から5歳のLHuを受け入れるか・　3

歳からは幼稚園に行くのか一’般的である，訪問した，

べ’レビュー託児所は3ヵrl　－3歳までの60名定員の

施設で，年齢別に6ク．ルーフ．に分けて保育が行われ

ていた．2年前に開設された新しい保育所で．、淡い

グリーンを基調の色に落ち着いた雰囲気であったか，

特に，窓が低い位置から大きくとってあり窓側のコ

ー
ナー利用を上手にしているのが印象的であった．

保育時問は午甫ij　7時一一午後7時までで，保母および

保．母助手、雑才縣（食事、ベッド、衣類の管理をす

る）の他に非常勤として小児科医が週1回，精神科

医か1．12回配属されている．興・味深かったのは精神

科医が問題のある児の対応の他に．保育者間の人閲

関係の解決のためにも役割を果たすということて．あ

った．私たちが訪れた時、子どもたちはちょうど午

睡からさめたところで．，クラスごとに着がえをLた

り、バタートーストやヨーク’．ルトのおやつをもらっ

たりしているところで’あった．ぐ／．すり眠った後な

のか，．．∫・どもたちは静かて．、突然の見学．者にびっく

りしている．表情の可愛らしさはフランス人形さなが

らであった．ここでは，家庭聞の格差を考慮してユ

ニホームの貸与．を行っている．ユニホームといって

もすべて同じ型というのではなく，素材と色と型の

パターンを統・．一しているようでおしきせの画一性は

感じられずセンXの良さは流石と，思われた．衣類の

管理のために地下に洗濯室，乾燥室の設備を持って

いて、一・日中フ几回転ということであった．

　さて，少し前までフラン7．で’は，低年齢児の保育

について，託児所かいいのか託児家庭がいいのか．

の論争か大分盛んだったようであるが，今は個々の

ペルビュー託児所の2歳児たち

22



判断に任．せる、　とい’）二とに落ち着いてきている．
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リ．　1’i分力f・どもか．’）まく育一．．ているか、「家庭ゾ｝ス

ヘース、衛生．状態等について適否のチェ．．クを受・け
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変貌する養護施設
メルボルン・オラーナ

幼児グループホーム

ふく　　　　　だ　　　　　たり

福　　田　　垂

明治学院大学教投

癒

　公園都市と呼ばれるメルボルンの郊外も、ゆるや

かな起伏と緑の多い美しい地域である．そうした近

郊の町のひとつパーウッドの住宅街に続いて，良く

手入ttの行き届いた芝生の拡がる丘が，オーストラ

リア合同教会の経営する養護施設オラーナ（Orana）

のキャンパスである．オラーナとは、原住民の言葉

で「ようこそいらっしゃい」という意昧とか．子ど

もたちを心から迎えようとする気持ちが、その名前

にもこめられているかのよっだ．

　事実，幾　T・人もの子どもたちが，オラーナに迎え

られ，生活し，巣立っていった．それは、メルボル

ンの児童養護の歴史そのものとも言えるのである，

施設長のリドレイ牧師から手渡された年報の表紙に

は，「前進する児童養護」の文字と、三菓の写真が印

刷されている，その1枚は，2階建ての．軒家．18

88年，数名の移民の孤児を引き取った，オラーナの出

発の姿である．次の大きな学校のような建物は，1950

年代まで続いた．いわゆるドミトリー（寄宿舎｝ス

タイルで，70－80名の子どもが一緒に生活したとい

う．最後の1枚か，現在のコ’vティン〔小舎）シス

24

ドミトリースタイルの時代レ

　現在はコッテージ

　システムの時代▼

ORANA一

テムの建物で．ある．そのそれぞ．れに．4～8人の子

どもか分散して．生活している．

　しかし，これかオラーナのすべてではない．それは，

1981年以降、新しいファミリー・ク．ルーフ．ホームが．

地域社会の中に散りはじめているからである．いや．

近い将米には，むしろそちらか主流になって、今の広

々とした緑の丘の10ヘクタールは、本部とインテイク

ホーム、それに，特別な治療的処遇を必要とする児童

のホームを除いて，民間のデtベロッバーによって再開

発された住宅団地に変貌するかも知れないのである．

　オラーナはすでに4軒の民家を購入し，その中の2

軒が幼児のグループホームとして，1軒はティーン

エイジャーの自立ホームとして運営を始め．間もな

くもう1軒も，小学生のク．ループホームになるはず



である．－li，キャンバスの小舎も．ティーンエイジ

ャーのホーム．年齢の継賄U喋団の’」・学生ホーム、幼

児のファミリーグループホーム．処遇困難児のホーム，

緊急一時保護ホーム．卒園した年長児の自立ホームと，

それぞれに機能を異にしており，あらゆる養護形態

の試みが，ひとつの施設の中で行われていると言える．

　これは．最近の養護児童のニーズが実に多様化し

ているからて．ある．ある子どもたちは，家族の危機

状態のほんの短期間保護すれば良い．あるr一どもた

ちは，家族への適切な援護さえ行われれば，また家

庭に複帰で．きる．なかなか家庭には戻せないが．親

たちとは絶えず連絡を密にする必要のある子どもた

ちもいる．施設から就職させ、暫く自立ホームで生

活させた方が良い子どもたちもいる．あるいは治療

の必要な情緒障害児や行動異常児もいる，

　しかし，総じて言えることは．こうした児童の大

部分か、コミュ；ティからともすれば遊離しがちな

広いキャンハ久にまとまって住む必要はないと言う

こと．幼児はど．交代制ではなく、24時間生活を共

にする養護抑ハウスペアレンツ1を必要とするとい

っことで．ある．ファミリー・グルーフ．ホームは，こ’1

して．一組みのハウスペアレンツと数名の児竜を単

位にして、コミュニティに溶け込み始めたので．ある．

　メインキャンバスて．少し時間を取り過き．て，そうし

た幼児のグループホームを訪れたのは，もう夕刻に

近かった．何の変哲もない民家の玄関を入ると、おい

しそうなテ．イ＋一の匂いがし、子どもたちの笑い声か

聞こえてきた．出迎えてくれたのは，大柄で．ニコニ

コLたイーディ夫人、ここのハウスマザーであった．

　丁どもは3－6歳の幼児が4人，それに1歳半の

tti：界ジ．，児扇ヒ叩竹

夫人自身

の女の了・

ども，4

人は2組

の姉妹て∫

結局全貝　　1人の実子と4人だけの幼児グループホーム

女のt’・．もっともこれは偶然とか．もう寝間着に着換

え，カ』ウンを羽織った，ib，％’い子どもたちはテレビ．に見

入っていたか、　イーディ夫人に言われると，キャ．・キ

ャと笑いなから私を自分たちのべ．．・ド’L一ムに案内

し、大事にしている玩具やK形を見せてくれた．そ

こへ，近所の工場に勤めるイーディ氏が帰ってきて，

みんな食卓を囲んだ，お祈りか献げられ，ホ・’トロー

ストビーフとマ．．・シュドボテト，た一、ふりのク．レイピ

．fζノ）夕食力’．4白ま・・た．学：自W川∫ク）5人グ）4ぐび♪J’・を｛’）t．っ

た．幸福な若尺婦の家族といった図てある．イ・一テ．イ

犬人の勤務は、いわは』24時間だか，毎ii2時間．本

部から助手かや「てきて、洗濯・掃除や買い物をr一

伝ってくれる．その問に私用で外出することもある．

　］「・どもの指導．1．1の問題や育児相談は、必要に応じ

てスーパーバイザーが助言してくれる．まとめて取

る4週間の夏休みは、交代要貝のハウスヘアレンツ

が来たリ、逆に、オラーナの他のr・どもと　’緒に、

r一どもたちの方が長期のキャンフに出掛けたりする．

その他、コミtLニティの中にポ．ランティアのサポート

グルーフ．ができて，いろいろな人がいろいろな形で

到云ってくれるのでとても助かっているという．こ．ヒであった，

　∫・どもたちの幸せを願いなか．らホームを辞するtt，

外はすっかり日か暮れて，呑の心地良い夜風か、花

の香リを運んできた，
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国際会議

OECD・CERI
家庭教育国際セミナー
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　1983年lu川25　LIから30　LIまで．、⊂）ECD・CERI　〔経

済協力開発機構・教育研究革新センター）．文部省、

国立婦人教育会館の三者．共催で．．OECD・CERI家庭

教育国際セミナーか開催された，　巴5Lト27日はセ

ミナー．後は視察旅行．｝

　この国際セミ十一は，OECDで1979年から開始さ

れた． 家庭の教育的役：害1匝li二究フロジェクト」の一．’環

として行われたもので．ある．

　セミナーのテーマは，．親の教育的役割を促進し、

理解を深めるために必要な知識お．よぴ方法について

考察する」というもので，「家庭の社会・経済的背．景

と，f－zaa）教育｜1勺～呈害1」」、　’画1親教十fa）方日ミ、　タ力果才」よひ

実践1、「今後の課題と方向づけ．1の三議題のドに各

国の研究成果、実践例，・捌列等を基に研究発表と討

議が行われた．

　参加者は，OECDり川‘』1国代表として．オーストラ

リア、ペルキ．一，デンマーク，フィンランド．ニュ

ー
ジーランド、ノルウニー，ボルトカル、7．ヘイン、

ユーゴスラビア，　H本の10ヵI」川7名，西ドイツ、イ

ギ1ほ、アメL）カからの招へい剖II塚3名．　OECD
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　討議中の参加者

の事務局からの3名と総勢23名で、大学教授．研究

者．行政官．実践家等さまざまな立場からの参加で

あった，日本からは，天城勲文部省顧問，稲村IIU

筑波大学助教授，柏イミ恵r東京女．∫・ノく学教授、新堀

通也広島大学教授，原ひろ∫・お茶の水女f・大学助教

授，前111瑞枝文部省婦ノk教育課長の6名か参加した．

　研究協議のための主要論点

　各議題ごとの協議に先、i’：一、て，カ』ス（．）ECD・CERI

Fi斤長の趣旨説明、｛f］本教投による日本の研究報；呈

タマラ・ハーレブン・クラーク大学教授‘：家族目：会

学，アメljカ1、11タ・ススムス婦人問題研究所長〔教

育社会学．西ドイツ）．ジリアン・ヒユー全英児童局

上級開発担当官Otdj親教育フ．ロ7．ラム聞発．イギ．リ

ス㌦）3名の招へい馬叩「1家によるハネル・フォーフ

ム等で．U’議の方向づけを行った．

　この中て、家族の歴史的変化に伴う教育的役割の



変化、家庭の教育的機能をめぐる心理学的諸問題，

婦人の家庭外就労の増加に伴う家庭教育の課題両

親教育の現状と問題点等が提起され，この後に続く

研究協議は，‘’経済・社会状況の変動と家庭の位置づ

け“，“家庭内における教育機能の諸問題”，“成人教

育事業の位置づけと公行政の役割’，’」家庭と学校の

関係“の四つを主要論点としてすすめた．

　家庭教育をめぐる現状

　今回の参加国に共通していたのは，雇用パターン

の変化，婦人の家庭外就労の増加，婦人の高学歴化，

少子・核家族化．離婚等による単親家庭の増加、家

庭像や価値観の多様化，親の自信喪失，耐性の無い

子どもの増加，孤立化した家庭、親不在現象等であ

った．

　このような現状を踏まえ，家庭教育施策は家庭の

私事性に対する国家権力の干渉ではなく親が自信を

持つための援助を目的とすること，両親教育に参加

しない家庭へのアプローチの方法，子どもの発達を

保障し家庭を援助するための学校と家庭の協力の問

題、それに必要な資質を持つ教員養成の問題、母親

に偏っている家庭教育責任の問題，婦人の長い人生

の中で育児の位置づけを行う必要性，母親の就労に

よる豊かな経験が子どもの発達にもたらすプラスの

面L等が論じられた．

　これらの論議の背後には，婦入が社会的役割と家

庭内役割を同時に果たすことを前提として家庭教育

の問題を考えようという意識が一貫して流れていた．

世界の児竜と1母性

　今後の課題

　家庭・家族に関わる問題として，子どもの経験の

乏しさを補う方策；家族・隣人間の適切なコミュニ

ケーションを持つための援助；父親の家庭教育参加・

母親の社会参加を進めるための男女の役割の再検討；

家庭の孤立化を防ぐ家族ネットワーク作りの方策；

家庭の多様性選択性を容れた新しい家庭の創造が，

また両親教育に関わる問題としては，親に教育者と

しての自信を与える両親教育の充実；態度の変容を

もたらす体験学習の充実；社会の；一ズに対応した

学校と家庭のバランスの再構築；家庭が機能を果た

すための総合的施策の充実；高度情報化社会の到来

を視野に入れた両親教育の必要性等が指摘された．

　むすび

　3日間の討議を通して各国間には共通の課題が多

かったが，欧米諸国と日本とでは異なる問題点もあ

った．参加国の多くが不況による失業，アルコール

中毒、移民労働者の問題も含めた社会の階層間較差

による問題，離婚・再婚家庭の中での子どもの放任

を挙げていた．一方，普通の家庭の子どもによる校

内・家庭内暴力．，過熱した受験戦争．過保護・過干

渉な親子関係は日本特有の問題のようで，特に欧米

に見られる児童1菖待とは反対の家庭内暴力は他の国

の関心を引いた．

　今回の成果を出発点に各国間での共1司研究を進め

る必要性か提案されており，国立婦人教育会館では

この提案が実現することを期待している．
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戴　　・ オーストラリアにおける児童および

家庭福祉サービスの変容一1一

イアン・G・エリス（lan・G・Ellis）

St．John’s　Home　for　Boys　and　Girls施設長

　　パ　　　　　　　　lLど

訳　小野　 鎮

　　明治航空サービス常務

　オーストラリア社会の概要

　オーストラリアは広大な国で面積は約740万km’で’あ

るが人口は少なくわすかe：1，53c〕万人です，私はビク

トリア州（人1－1400万）のメルボルン市（人口280万

入｝からまいりましたが，ビクトリア州の児童人口

は0～14歳児97．3万人，15－19歳児34．5万人となっ

ています．

　この国においては離婚や別居が急増しており．1981

年1年間をみても41、4］2組か結婚に終II：nyを打って

います．したがって家庭生活の崩壊に大きな影響を

受ける児童数も比例して急増しています．離婚者は

再婚するケースも多くみられますが片親家庭数も確

実に増えており，現在．オーストラリアにおいて12．9

％が片親家庭で，このうち84％は母了・家庭，16％が

父子家庭となっています．この結果，この国では47．6

万人の児童が片親家庭に居ることになります．

　また，他の児童も多くの場合「ブレンドされた家

族iすなわち家族形態はとっているものの再婚であっ

たり，同棲であったりする中に置かれている状況で

す．1990年末までにはこの国の359・6の児童がこれら

「ブレンドされた家族構造」の中に置かれるであろう

と予想されています．児童によっては親が幾度も入れ

替わり，また大人たちは単なる性の相手の入れ替わ

りといった苦い経験を持つ子もありましょう．このよ

うな親の形態の変化は子どもに困惑と不安を与え、苦

い経験と情緒上の大きな混乱を及ぼすことになりま

す，また結婚生活によらない20歳以下の女性の妊娠か

顕著な増加をみせており，1980年において、この国で

の20歳以下の結婚以外の出産が53．8％に及んでいる

ことです，このような形で生まれた乳児たちは正常

な結婚で生まれた乳児に比べて安全さや十分な保護

が著しく劣っており，正常な家庭の子どもに比べ養育

能力も乏しく，放任される危険も大きいといえます．

　オーストラリア経済の低迷する現状においては家

族生活にさらに大きな情緒的あるいは社会的危険を

もたらしています．y．3％という高い失業率か続いて

います．低家賃の住宅も不足しており若い世代や若

い家族は住宅に困窮したり．不適切な住宅事情にお

かれている場合か多々あります．多数の児童か社会

保障年金が唯一の収入という家庭で養育され，これ

らの多くの場合は，片親家庭です．この国では30万

人の児童が貧困層におかれています．

　このような脆弱な家族は結果として大きな杜会問

題を作’〕出すことになOます．1982年にビクトリア
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州ではL250件の子育ての欠陥か報告されていますか；

片親や連れ子ということでせっかんを受け10人の児

童か死亡しており、253人が重傷を受けて病院にかつ

ぎ込まれています．

　このようにして、平和な家庭で健全な養育を受け

て成長している児童がいる一方，不健全な家庭環境

において深刻な問題，子とLての権利のはく奪など

があり情緒面あるいは心理面においてきわめて危険

な状態におかれている児童が多数見られます．

　要保護児童、要保護家庭に対する福祉施設の対応

　ヒ’クトリア州政府は児童、家庭福祉を強化するた

めに福祉施設の役割を開発促進させる上て’さまざま

な指導を行っています．この指導の基本方針は細か

く明文化されていますが、要約すれば以下のように

なります．

　（1）Ni会は児童か最も健全に発達していくように援

助する責任を負う．すべての児童と家庭は適切な杜

会責源を受けやすいように配慮され，援助を保証さ

れるべきであって，資源の欠如から彼らの発達が損

なわれてはならない．

　12呪童の権利がはく奪されたり，情緒上の障害が

誘引されるf¢険のある児童に対し，社会は可能な限

りの対策を講じ、児童やその家庭を援助，強化し，

実の家庭から代替的なケアに措置されることを防止

する．

　〔3）児童は家族の一員であり常に家族との結ひ．つけ

を持つ権利を有している，児童は十分に成熟した発

達を遂げるために必要な最良の家庭環境．すなわち、

密接な情緒上のふれ合い，指導、愛情，保護、健全

　　　　　　　　　　　　　　　世界の児竃と母性

で安全な養育が提供されるべきである．したがって

やむをえす実の家族によって養育出来ない場合は，

可能な限リノーマルな家庭環境において育成される

べきである．

　（4）居住ケアは児童保護において最終の手段である

べきで、これに至るについては細心の評価がなされ

なければならす，また措置か対象児にとって最も好

ましく、利益になるものであること．

　このような定義を履行していくために近年児童養

護のEでは極めてドラマティノクな変容が起きてま

いりました．すなわち州政府の地域福祉音［1と民聞児

童福祉施設の密接な協力，あるいは革新的かつ栢極

的なブ．ログラムがこれら危機にある児童や家庭に対

して官民協カー致の下で進められていることです．

そのいくつかを述べてみましょう．

　（D家族援助サービス

　今日の混乱した競争・社会の中で，子育てをすると

いりことは困難で多くのものが要求されます．この

ような子育てをするにあたって，不安定で問題のあ

る家庭に対しては．社会がさまざまな援助を行うべ

きです．収監’醤、麻薬常習者，売春，少年非行，あ

るいは精神病院の患者たちなどについて調査してみ

ますと，幼児期の情緒上の混乱や児童としての権利

をはく奪されていたという共通性か顕著であり、往

々にして家庭が崩壊していたということです．これ

からもおわかりのように、杜会は親たちにトfして援

助と支持を行い，彼らがわが子の健全な育成という

責任を果たすように指導していく義務があるという

ことなので’す．ビクトリア州政府は地方自治体，民

聞施設あるいは地域の団体に対して児童や家庭援助

29




